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消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
価
格
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
２６
年
４
月
か
ら

消
費
税
率
８
％

社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
関
連

法
が
平
成
２４
年
８
月
に
成
立
し
、
年

金

ｏ
医
療

・
介
護

・
少
子
化
対
策
な

ど
の
社
会
福
祉
財
源
の
充
実
と
安
定

化
の
た
め
、
消
費
税
が
平
成
２６
年
４

月
１
日
に
現
行
の
５
％
か
ら
８
％
へ
、

平
成
２７
年
１０
月
１
日
に
更
に
２
％
上

乗
せ
し
て
１０
％

へ
２
段
階
で
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
第
１
段
階
の
平
成
２６
年
４
月

１
日
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、
平

成
２５
年
１０
月
１
日
の
閣
議
で
決
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に

伴
い
、
い
東
京
光
線
療
法
研
究
所

の

扱
い
商
品
の
販
売
価
格
を
現
行

の
税

率
５
％
か
ら
８
％

へ
変
更
し
ま
す
。

以

下
、

表

に
変
更
価
格

を
記
載

し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
了
承
下
さ

い
ま

す
よ

う
お

願

い
申

し
上
げ

ま

す
。平

成
２７
年
１０
月
に

消
費
税
率
１０
％
？

わ
が
国
の
財
政
赤
字
は
先
進
国
で

最
悪
の
水
準
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
政
府
は
消
費
税
増
税
の
第
２

段
階
と
し
て
平
成
２
年
１０
月
１
日
に

８
％
に
２
％
上
乗
せ
し
て
１０
％
へ
引

き
上
げ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
景
気
動
向
な
ど
経
済
状
況
を
勘

案
し
て
最
終
的
に
判
断
す
る
と
の
こ

と
で
現
段
階
で
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ

ん
。
消
費
税
が
１０
％

へ
引
き
上
げ
ら

れ
た
際
に
は
、
改
め
て
価
格
変
更
を

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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表 1 消費税率引き上げに伴う治療器価格
商  品  名 変更価格 荷造送料 従来価格

全 自動 はつらつさん

(卓上型)

378′ 000

(内消費税 8%。 28′ 000)
弊社負担

367,500

(内消費税 5%。 17,500)

手動式 はつ らつさん

(卓上型 )

151′ 200

(内消費税 8%。 11′ 200)

147,000

(内消費税 5%。 7,000)

サ ナ モ ア 8号 器
(卓上型 )

129′ 600

(内消費税 8%。 9′ 600)

126,000

(内消費税 5%。 6,000)

サ ナ モ ア 7号 器
(支柱型)

181′ 440

(内消費税 8%・ 13′ 440)

176,400

(内消費税 5%・ 8,400)

表 2 消費税率引き上げに伴うカーボン価格
商  品  名 変更価格 送料 従来価格

サ ナ モ アカーボ ン
3′450

(内消費税 8%・ 256)

カタログ

参照

3,360

(内消費税 5%。 160)

サナモア

ジ ョイ ン トカーボ ン
4′530

(内消費税 8%・ 336)

カタログ

参照

4,410

(内消費税 5%。 210)

注 。一桁端数切捨て

表 3 ,肖 |き上げに伴う別注品価格

商  品  名 変更価格 送料 従来価格

サナモア用ホールダー

左右セット

1′ 290

(内消費税 8%。 96)

1,260

(内消費税 5%・ 60)

はつ らつさん用電極
左右セット

6′910

(内消費税 8%・ 512)

6,720

(内消費税 5%。 320)

キ ャ ス タ ー

(全自動卓上型用はつらつさん)

68′ 040

(内消費税8%。 5′ 040)
着払い

66,150

(内消費税 5%。 3,150)

キ ャ ス タ ー

(手動卓上型用はつらつさん)

45′ 360

(内消費税8%・ 3′ 360)
着払い

44,100

(内消費税 5%・ 2,100)

注・一桁端数切捨て
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柵
締
靱
聯

一̈̈̈̈̈̈
躙̈
一一̈̈̈̈̈̈一̈̈̈̈一一

は

じ

め

に

病
院
に
お
け
る
女
性
外
来

の
標
榜

や
女
性
医
療
な
る
用
語
が
、
数
年
前

か
ら
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く

浸
透
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
確
か
に
女
性
と
男
性

の
身
体

で
は
、
生
殖
器
を
含
め
た
構
造
面
や

機
能
面
に
お
い
て
差
異
は
多
く
、
疾

患
に
も
違
い
が
あ
る
た
め
、
き
め
細

か
く
診
察
し
よ
う
と
す
れ
ば
当
然
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
男

女
の
差
に
着
目
し
た
性
差
医
療
と
い
っ

た
表
現
も
生
ま
れ
、
学
術
集
会
も
開

か
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の
身
体
に
お

い
て
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
支

配
が
薄

れ
る
時
期
か
ら
数
年
間
に
わ
た
る
更

年
期
と
呼
ば
れ
る
期
間
に
、
様
々
な

疾
病
が
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

更
年
期
障
害
と
は

女
性
の
更
年
期
と
は
、
卵
巣
機
能

が
低
下
し
始
め
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
が
減
少
す
る
閉
経
の
五
年
前
か

ら
五
年
後
く
ら
い
ま
で
の
期
間
を
さ

し
ま
す
が
、
卵
巣
機
能
が
ど
の
レ
ベ

ル
ま
で
低
下
し
た
ら
更
年
期
と
い
っ

た
厳
格
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閉

経
の
時
期
に
も
個
人
差
が
あ
り
、
四

十
代
半
ば
か
ら
五
十
代
に
か
け
て
と

考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

更
年
期
を
迎
え
る
時
期
に
な
る
と
、

卵
巣
の
機
能
が
衰
え
、
卵
巣
か
ら
分

泌
さ
れ
る
女
性
ホ

ル
モ

ン
⌒
エ
ス
ト

ロ
グ

ン
）
の
量
が
減
少
し
ま
す
。

こ

の
時

、
脳
は
、
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
し
、
卵
巣
か
ら
の
エ
ス
ト
ロ
グ
ン

分
泌
を
促
そ
う
と
し
ま
す
が
、

更
年

期
を
迎
え
た
卵
巣
は
、
必
要
量
の
エ

ス
ト

ロ
ゲ
ン
を
分
泌
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、

エ
ス
ト

ロ
グ
ン
減

‥
少
と
卵
胞
刺

激
ホ
ル
モ
ン
増
加
と

‐ヽ
っ
た
ホ

ル

モ

ン
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
体
の
ほ
て
り

や
の
ぼ
せ
、
発
汗
等
、
更
年
期
に
特

有
の
症
状
が
現
れ
、
時
に
は
、
い
ら

い
ら
、
不
安
、
う

つ
症
状
か
ら
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
更
年
期
障
害
は
、
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
だ
け
が
原
因

で
は
な
く
、
人
生
に
お
け
る
様
々
な

問
題
に
よ
り
か
か
る
ス
ト
レ
ス
が
、

複
雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
更
年
期
に
は
ま
だ
早
い
三
十
代

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
年
期

症
状
が
現
れ
る
若
年
性
更
年
期
障
害

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
だ
し
、
更
年
期
症
状
に
は
、
か
な

り
の
個
人
差
が
あ
り
、
更
年
期
を
迎
え

て
も
、
ほ
と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い
と
い
っ

た
人
も
い
れ
ば
、

日
常
生
活
も
満
足

に
で
き
な
い
症
状

の
人
も
お
り
、

更

年
期
を
安
心
し
て
迎
え
る
た
め
に
は
、

現
在
の
生
活
習
慣
や
リ
ズ
ム
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

更
年
期
と
骨
粗
霧
症

女
性
ホ
ル
モ
ン
の

一
つ
、

エ
ス
ト

ロ
グ

ン
は
、
骨
を
作
る
骨
芽
細
胞
に

働
き
か
け
た
り
、
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
が
血
中
に
溶
け
出
す
の
を
防
い
だ

り
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ

て
、
エ
ス
ト

ロ
グ
ン
の
減
少
に
よ
り
、

骨
が
脆
く
な
る
骨
粗
霧
症
は
、
更
年

期
に
お
け
る
対
応
不
可
欠
な
課
題
の

一
つ
な
の
で
す
。
と
く
に
閉
経
直
後

の
五
年
間
は
、
骨
密
度
が
、
年
に
３
～

１０
％
ず

つ
減
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
時
期

の
骨
密
度

の
減
少
を
、
少
し

で
も
抑
え
る

こ
と
が
、
将
来
、
骨
折
の

予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

更
年
期
と

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧

エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
は
、
血
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
た
り
、
動

脈
硬
化
の
進
展
を
防
ぐ
作
用
が
あ
る

こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
更
年
期
以
降
は
、
血
中

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な

っ
た
り
、
血

圧
が
高
く
な

っ
た
り
す
る
の
で
、
動

脈
硬
化
が
進
み
、
生
命
に
直
結
す
る

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

も
、

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。更

年
期
か
ら
の光
線
療
法

更
年
期
に
お
け
る
様
々
な
諸
症
状

に
対
し
て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は

有
効
で
、
精
神
面
で
の
安
定
化
も
促

し
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
に
お
い
て
合

成
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
作
用
を
介

し
て
、
エ
ス
ト

ロ
グ
ン
減
少
で
促
進

さ
れ
る
骨
粗
霧
症
の
進
行
も
防
ぎ
ま

す
。
さ
ら
に
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す

る
効
果
も
あ
る
の
で
、
更
年
期
特
有

の
症
状
の
み
で
な
く
、
加
齢
も
加
わ

り
起
こ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
更
年

期
以
降
の
疾
病
対
策
と
し
て
、
サ
ナ

モ
ア
の
活
用
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
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第
十
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
本
年
度
も
第
十
九
期
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
東
京
に
て

開
講
し
ま
す
。
日
程
等
は
下
記
の
通

り
で
す
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
⌒〇
三
―

五

七
五
九
―

三
七

一
〇
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
四
月
十
九
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

6月 26日 (木)・ 27日 (金)・ 28日 (土 )

(1)医学総論 0関係法規

(2)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

(3)光線治療器のメンテナンス法

(4リレーフ式・マルチアーク療法の実践

(5)開院のための準備

(1》台療院を開業する際の指導

(2)サナモアの名称使用

(3)サナモア販売における代理店資格の取得

(4)季刊紙「健康と光線」への治験例報告

申し込みの締め切り :6月 14日 (土 )

サ
・ナ
モ
シ
・光
線
治
療
院

よ
・０

営‐‐‐…‐‥
一業
一ｍ
一分

一̈
一″
‐‐‐，―‐‥‐‐‐‥‐‐‐‐が
一矧

ダ̈
ご

現
在
、
多
く
の
方
が
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
治
療
院
に
通
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ル
ー
フ
式
に
よ
る
全
身
照
射
を

受
け
る
た
め
、
地
方
よ
り
来
て
滞
在

さ
れ
、
数
日
間
集
中
的
に
治
療
さ
れ

る
方
も
お
り
、
本
曜
日
の
体
院
で
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
四
月

一
日
よ
り
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
院
で
は
、
木
曜
日
の

営
業
を
開
始
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
致

し
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
の

程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一■
．一̈一．一一̈一̈一一一一̈̈一̈̈一一一一̈̈一一一一一一一̈一̈一一一̈̈̈
一一一一一一̈一̈一一一・一̈一一一一一一一̈一̈一一一一一̈一一一一一一̈一̈一̈一一一・一̈一一一一一一一一一̈一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一

一サナモア光線治療院
一̈

一̈
営
業
時
間

一
午
前
１０
時
か
ら

　
一̈

一̈

休

院

日

一
時
峰
５
時
ま
で
　

一̈

一一一一一一・̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一一̈̈一一一一̈一一一一一一一一一一一̈一̈一・一̈一一一一一̈̈一一一一一̈̈一一̈̈一̈一一一一一一一一̈̈一一一一一一̈コ一一̈一̈一一一一̈一一一一一一一

俳 募 集 キ

当協会 の処 貴 に賛月 され 、

サナモ ア光線療 法 の普及 に

ご協 力項 ける方 、治療 院 の

開 業 を検 言すなさ りた い方 は、

お問 い合 わせ くだ さい

サナモア光線拾療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1-23-11
TEL (03)5759‥ -3710
FAX (03)5759--3720
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一洲
一調
一Ⅷ
一爾
言
一

急
性
中
耳
炎
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研
　
　
　
　
　
・

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
２５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
小
学
５
年
の
頃
、
風
邪
を
ひ

い
た
際
に
急
性
中
耳
炎
を
患
い
、
な

か
な
か
治
ら
ず
、
約
半
年
間
、
耳
鼻

科
通
院
治
療
し
た
既
往
が
あ
る
。
最

近
、
再
び
、
長
引
く
風
邪
か
ら
耳
漏

が
出
る
よ
う
に
な
り
、
近
医
で
急
性

中
耳
炎
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
自
宅

に
あ
る
サ
ナ
モ
ア
で
治
療
し
よ
う
と

考
え
、
照
射
方
法

の
指
導
を
受
け
に

来
ら
れ
た
。

療
法
経
過
　
使
用
す
る
カ
ー
ボ
ン
は
、

順
番
に
Ａ
Ｂ
、
Ｂ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
と
し
た
。
最
初
に

患
部
で
あ
る
耳
を
、
集
光
器
を
使
用

し
て
３０
分
照
射
。
そ
の
後
、
耳
後
部

を
２０
分
、
鼻
を
２０
分
、
前
頚
部
を
２０

分
照
射
。
さ
ら
に
、
腹
部
を
２０
分
、

背
部
を
２０
分
、
腰
部
を
２０
分
そ
れ
ぞ

れ
照
射
し
た
。
自
宅
治
療
を
開
始
し

て
か
ら
二
日
間
は
、
同
程
度
の
量
の

耳
漏
が
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
膿
の

量
は
徐
々
に
少
な
く
な
り
、
１０
日
程

で
完
全
に
消
失
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

耳
閉
塞
感
や
頭
重
感
も
消
失
。
そ
の

後
も
、
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
し
て
い
る

が
、　
一
年
が
た
ち
、
驚
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
頻
繁
に
ひ
い
て
い
た
風
邪

に
全
く
か
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
で
、

健
康
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
満
足
し
て

い
る
。
現
在
、
身
体
全
体

の
健
康
保

持
目
的
で
、
ほ
ぼ
毎
日
欠
か
さ
ず
に

サ
ナ
モ
ア
を
使
用
し
て
い
る
。

□
□
回
□
□

転
移
性
肝
癌
に
対
し
て

サ
ナ
モ
ア
を
抗
癌
剤
と
併
用

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
倉
笙
削
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
Λ
薫
麒
二一‐―
一二“
〓
軌

症
例
　
８０
歳
　
男
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
当
初
は

便
秘
で
困

っ
て
お
り
、
カ
ー
ボ

ン
は

何
を
使
用
し
た
ら
よ
い
か
と
相
談
を

受
け
た
の
で
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
の
組

み
合
わ
せ
で
照
射
す
る
よ
う
に
指
示
。

そ
の
後
、
病
院
で
精
査
施
行
し
た
と

こ
ろ
、
大
腸
癌
と
診
断
。
患
部
を
切

除
す
る
も
、
肝
臓

へ
の
転
移
が
見

つ

か
り
、
抗
癌
剤
治
療
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
病
変
部
は
な
か
な
か
縮
小

し
な
い
と
の
こ
と
で
、
サ
ナ
モ
ア
を

い こ 担 肝 所 か り を 力 療 併
る と 当 転 し 月 長 中 1法 用
手 で 医 移 た 後 時 心 ボ 経 し

月 長 中 1法 用
後 時 心 ボ 経 し
に 間 に ン 過 た

露夕兼

ヨ|‐
=1011p:や
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た
と
話
さ
れ
た
の
で
、
医
師
に
よ

っ

て
は
、
病
院
医
療
以
外
の
治
療
の
併

用
を
と
て
も
嫌
う
の
で
、
サ
ナ
モ
ア

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
話
す
必

要
が
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
年
が
経
過
し
た
現
在
も
、
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
お
り
、
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。

私
も
、
健
康
で
長
生
き
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

讐
７
一も
一
ま

―１１１１‐‐‥‐‐‐‐‥‐販
‐‐…‐‐―‐‥‐‐―‐‥‐
に
■
サ

一見
一一一一一よ
一
も
，

一ど
■
の
Ｉ
る
一

一ｔ
〓
■
一れ
一

一同
■
■
一さ
一

一ど
一一一一一一一サ
一
許
一

一ア
一一一一一一一一よ
●
て
一

一■
一一一一一一４
一一一一一一一↓
一一一一一一他
¨

一オ
一一一一一一も
，
断
一
は
，

一サ
■
■
‐‥‐‐‐‐‐――‥‐‐‐は
■
て
，

一も
一
す
一
為
ｉ
ｔ
一

一か
一
ま
一一一一一一一一■
一と
，

一た
，
い
一
く
‐‐‥‐‐―‥‐‐‐‐…‐‐…
所
一

一あ
一
が
，
む
‐‐‐‥‐‐‐‐‥‐‐‐‐ｉ究
一
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□
□
回
□
□

右
肘
関
節
の
骨
折
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
治
療
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓

一氏
報

告

Ｔ
巨
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
６３
歳
　
女
性

症
状
　
平
成

二
十
五
年

一
月
、
雪
の

日
に
外
出
先
で
滑

っ
て
転
倒
し
、
有

肘
関
節
を
骨
折
。
病
院
で
の
処
置
を

受
け
て
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者

の

紹
介
で
当
院
に
来
ら
れ
た
。
当
初
、

石
前
腕
を
三
角
巾
で

つ
る
し
た
状
態

で
、
石
肘
か
ら
上
腕
、
肩
に
か
け
て

腫
れ
て
お
り
、
痛
み
が
強
く
、
非
常

に
つ
ら
そ
う
で
あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
骨
折

の
治
療
は
、
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
で
、
四
台

の
治
療
器
で
施
行
。
初
め
左
側
臥
位

に
て
、
骨
折
し
た
石
肘
関
節
を
前
方

と
後
方
か
ら
３０
分
照
射
し
、
さ
ら
に

異
な
る
角
度
か
ら
骨
折
部
を
３０
分
照

射
。
そ
の
後
、
有
肩
と
石
手
関
節

の

前
面
と
後
面
を
３０
分
照
射
。
次
に
、

体
位
を
仰
臥
位
と
し
て
、
左
肩
、
石

側
腹
部
、
左
膝
側
面
を
１５
分
照
射
。

有
肩
、
左
側
腹
部
、
有
膝
側
面
を
１５

分
照
射
し
た
。
治
療
は
、
ほ
ぼ
毎
日

施
行
。
痛
み
は
、
五
回
の
治
療
後
頃

か
ら
徐
々
に
軽
減
し
、
三
十
回
の
治

療
で
は
ぼ
消
失
し
、
有
手
の
指
も
普

通
に
動
か
せ
る
ま
で
に
回
復
。
現
在
、

美
容
師
の
仕
事
に
も
復
帰
し
大
変
喜

ん
で
い
る
。
今
回
、
骨
折

の
痛
み
に

は
、
よ
り
長
時
間
の
照
射
が
有
効
で
、

考
え
て
い
た
よ
り
早
く
治

っ
た
。

□
□
回
□
□

腰
痛
と
と
も
に
長
年
悩
ま
さ
れ
た

不
眠
症
と
咳
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

福
岡
県
大
野
城
市
　
森
川
整
体
光
線
療
院

森
川
　
一景
文
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
―
五
〇

一
―
二
五
八
二

き
た
す
程
の
強
い
腰
痛
で
あ

っ
た
。

ま
た
四
十
年
来
続
い
て
き
た
不
眠
症

と
数
十
年
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
咳

も
、
今
回
合
わ
せ
て
サ
ナ
モ
ア
で
治

療
す
る
こ
と
と
し
た
。

療
法
経
過
　
最
初
に
整
体
で
背
骨
を

矯
正
し
、
そ
の
後
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
施
行
。
カ
ー
ボ

ン
は
、
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
を
使
用
。
足
裏
２０
分
、
ふ

症
例
　
７６
歳
　
女
性

症
状

　

一
か
月
程
前
か
ら
、
歩
行
時

や
家
事

の
最
中
に
、
有
腰
部
か
ら
臀

部
に
か
け
て
の
強
い
痛
み
を
自
覚
し

て
お
り
、
以
前
か
ら
当
院
に
通
院
し

て
い
る
娘
さ
ん
の
紹
介
で
来
院
し
た
。

初
診
時
、
歩
行
時
ば
か
り
で
な
く
、

椅
子
に
座
る

こ
と
さ
え
も

つ
ら
い
よ

う
な
状
態
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を

は

つ
ら

つ
一さ
一ん
一と

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
■
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を

つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

く
ら
は
ぎ
１０
分
、
膝
１０
分
、
腹
部
１０

分
、
腰
部
２０
分
、
背
部
２０
分
照
射
後
、

集
光
器
で
顔
面
１０
分
、
後
頭
部
１０
分

照
射
し
た
。
腰
痛
は
、
三
回
目
の
治

療
後
か
ら
徐
々
に
改
善
し
始
め
、
五

回
治
療
後
に
は
、
長
時
間
歩
行
し
た

り
、
家
事
を
長
め
に
行

っ
た
り
し
て

も
痛
み
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
く
な

っ

た
。
腰
痛
改
善
後
も
、
再
発
防
止
目

的
に
て
、
五
回
程
治
療
に
は
来
ら
れ

た
。不

眠
に
関
し
て
は
、
毎
晩
、
深
夜

ま
で
寝
つ
け
な
い
状
態
に
あ
っ
た
が
、

サ
ナ
モ
ア
を
始
め
て
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
、
午
後
十
時
過
ぎ
に
は
、
寝

つ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
様
に
咳

も
頻
度
が
減
り
、
い
つ
の
間
に
か
、

気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
た
。

本
人
は
腰
痛
が
改
善
し
た
こ
と
は

勿
論
だ
が
、
目
的
以
外
の
不
眠
症
と

咳
に
も
有
効
で
あ

っ
た
こ
と
に
大
変

驚
き
、
喜
ん
で
い
る
。
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こ
こ
で
は
、
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
病
気
に
関

す
る
質
問
や
サ
ナ
モ
ア
の
照
射
方
法

に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ

れ
た
治
療
経
験
に
基
づ
き
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
６０
代
、
男
性

∧
質
　
問
∨

私
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
毎
日
の
よ

う
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、

５０
代
後
半
頃
か
ら
、
腹
部
の
鈍
痛
や

違
和
感
を
認
め
、
時
に
は
、
強
い
痛

み
が
間
欠
的
に
続
く
よ
う
に
な

っ
た

た
め
、
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

慢
性
膵
炎
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
よ
う
指
導
さ
れ
、

投
薬
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
か

の
拍
子
で
腹
痛
を
認
め
ま
す
。

病
気
の
こ
と
、
今
後
の
生
活
指
導
、

サ
ナ
モ
ア
の
照
射
方
法
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
お
願
い
し
ま
す
。

∧
解
　
説
∨

若
い
頃
か
ら
、
か
な
り
お
酒
を
飲

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
男
性
で

は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
が
、

慢
性
膵
炎
の
原
因
と
し
て
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
病
態
は
、
長
期
に
わ
た

る
膵
臓

の
炎
症
が
主
で
、
ア
ル

コ
ー

ル
の
他
、
遺
伝
的
素
因
や
膵
管
の
狭

窄
、
稀
に
は
、
急
性
膵
炎
か
ら
膵
管

狭
窄
を
起
こ
し
慢
性
膵
炎
に
移
行
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

症
状
は
、
上
腹
部
痛
、
背
部
痛
、
腹

部
膨
満
感
、
倦
怠
感
、
吐
気
等
で
す
が
、

膵
臓
は
、
消
化
酵
素
の
分
泌
や
イ
ン

ス
リ

ン
の
分
泌
を
担

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
膵
炎
が
進
行
し
、
機
能
が
損

な
わ
れ
る
と
、
消
化
酵
素
の
分
泌
が

減
少
し
、
不
消
化
便
と
な

っ
た
り
、

イ
ン
ス
リ

ン
の
分
泌
が
減
り
、
糟
尿

病
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

診
断
は
比
較
的
容
易
で
、
臨
床
症

状
と
合
わ
せ
て
、
血
液
検
査
、
腹
部

Ｃ
Ｔ
、
腹
部

エ
コ
ー
、
内
視
鏡
的
逆

行
性
膵
管
造
影
（Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
治
療
の
第

一
は
、
ア

ル

コ
ー
ル
を
避
け
る
こ
と
で
、
食
事

面
に
お
い
て
も
、
油

っ
こ
い
物
の
摂

取
を
控
え
る
、
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
な

い
、
と
い

っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

∧
サ
ナ
モ
ア
照
射
方
法

∨

使
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
は
、
Ｂ
Ｄ
ま

た
は
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
。

目
安
と
な
る
照
射
時
間
は
、
腹
部

３０
分
、
背
部
３０
分
、
足
裏
１０
分
、
膝

１０
分
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
消
化
管

の
働
き
を
助
け
る
作
用
が
あ
り
ま
す
か

ら
、

弱

っ
た
膵
臓

の
働
き
を
補
い
ま

す
。
腹
部
と
背
部
を
中
心
と
し
、
基

本
照
射
を
加
え
る
よ
う
な
方
法
が
推

奨
さ
れ
ま
す
が
、

慢
性
的
な
経
過
を

た
ど
る
病
気
で
す
か
ら
、
根
気
よ
く
サ

ナ
モ
ア
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（宇
都
宮
正
範
）t.
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